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論文内容の要旨

臨床においてエナメル質に白斑の形成されていることがしばしば観察される口この白卑には次第に

消失していくもの、そのままの状態で経過するもの、また一方う需の形成にまで進展するものなどが

認められる。なかでも萌出後早期に発生した白斑はう寓への進展速度がきわめて速い。しかしこのよ

うな白斑がいかなる機構によって形成され、またどのような経過によってう寓に進展していくかにつ

いては、現在なお不明な点が多い。

そこで本研究は白斑の形成機構ならびに白斑の進展過程を解明するための一助として、 in vitro で

形成した人工白斑部と口腔内で発生した自然白斑部のエナメル質について物理化学的に検討を行なっ

たものである。

まず白斑形成によりエナメル質の主要無機成分である Ca と P が量的にどのような変化を示すかを

+食言すするために、 x*泉マイクロアナライザーを用いて分中斤した。

材料として人工白斑形成には矯正治療の目的のために抜歯された新鮮で、健全な上顎第 1 小臼歯を用

いた。この被験歯牙の歯冠部を 4 分割し、 4 x 4mmのエナメル質露出面以外をワックスで被覆した。

この 1 つを対照とし、他の 3 片に Sperber らの方法を用いて人工白斑を形成させた。自然白斑は便

宜抜去された上顎第 1 小臼歯に肉眼で認められたものを用いた。

これらの試料のエナメル質表面から内部に向かつて X線マイクロアナライザーにより線走査を行な

い、 Ca および P の定量分析を行なった。

つぎに白斑形成による OH 基の変化について赤外線吸収スペクトルにより検討した。

試料は Sperber らの方法を用いて形成させた人工白斑、便宜抜去歯牙に認められた自然白班、お

よび矯正治療の白的で抜歯される予定の上顎第 1 小臼歯にセメントを使用しないでバンドを装著して

形成させた白斑を用いた。
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各試料はエナメル質表面から内部に向かつて約20μ ずつに 6 つに層分けして粉末を採取し、臭化カ

リ錠剤法で赤外線吸収スベクトルの測定を行なった。

さらに結晶の変化について、すなわち白斑形成による生成物の同定とエナメル質アパタイトの結品

性について x*泉回f斤法を用いて解干斤した。

人工白斑試料は新鮮で、健全な抜去歯牙のエナメル質粉末を脱灰したものを用いた。自然白斑試料は

抜去歯牙に認められた白斑部のエナメル質を微粉末としたものを用いた。これらの試料について粉末

法による X線回折を行なった。これと並行して切片試料についてもマイクロラウエカメラを用いて X

線回折像を撮影した。

以上の実験から次の結果を得た。

1. Ca および P の濃度(重量%)については、人工白斑エナメル質において 1 日脱灰試料ではエ

ナメル質表層下で低下し、 2 日脱灰ではこの変化が内部におよび、表層においても低下がみられた。

3 日脱灰では表層、表層下ともにさらに Ca および P の低下が進んだ状態を示した。 Ca/ P 重量比

は健全エナメル質の値に比較してエナメル質表面から約50-60μ の間で低く、その前後において高い

数値を示した。

自然白斑エナメル質については健全部に比較してエナメル質表層で Ca の濃度が高く、表層下では

Ca および P ともに低下した。 Ca/ P 重量比の最低値はエナメル質表面から約50μ の付近に認められ、

その前後では高い数値を示した。

2. OH 基の変化については人工白斑、口腔内で形成させた白斑および自然白斑のいずれの試料に

おいても OH 基吸収帯の吸収強度の増加している層が認められた。これらの層は、低 Ca/P 重量比

の所にほぼ相当することがわかった。この部にみられた吸収強度の増加は、 CaHP04 ・ 2H20 の生成

によるものと推定された。

3. 結晶の変化についてマイクロラウエカメラによる X線回折像から、人工白斑試料には CaHP04 ・

2H20 の生成を確認することが出来た。

白斑エナメル質アパタイトの結晶性については、脱灰日数の経過につれて結晶子の大きさは小さく

なり、格子不整の程度は減少し、結晶の完全さが向上していることがわかった。また自然白斑試料に

おいてもこれと同じ傾向が認められた。

以上要約すると、白斑エナメル質においては表面から約50-60μでは Ca/P 重量比が健全エナメル

質の値よりも低く、その前後では高い値を示じた。さらに Ca/P 重量比の最低値の部分にほぼ一致

して赤外線吸収スペクトルの OH 基吸収帯の吸収強度増加がみられ、人工白斑試料にはこの部分に

CaHP04 ・ 2H2 0 の生成していることが確認された。また白斑エナメル質アパタイトについては結晶

子は小さく、結晶の完全さが向上していた。

論文の審査結果の要旨

歯牙の白斑は高頻度にみられ、しばしばう蝕に進展するにもかかわらず、その進展および消退の機
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序についてはほとんど解明されていない。

本論文は、自然および人工の白斑部エナメル質の無機成分の動態を正常エナメル質のそれと対比し

て、物理化学的に検討したものである。

その結果、白斑部エナメル質では、エナメル質表層下に Ca:P 比(重量)のとくに小さい部分の

存在すること、およびこの部には正常エナメル質では存在し難いと考えられる CaHFD4 ・ 2H2 Q が生成

沈着していることを人工白斑部エナメル質に見いだしている。

これらは白斑の形成と進展あるいは消退の機序を追求する上で重要な知見であると考えられる。

よって本論文は歯学博士の学位に十分値するものと認める。
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